
あいち平和行進ニュース
2017.6.2 ( No.2 ) 発行 : あいち平和行進共同連絡会 TEL: 052-932-3219 FAX:052-931-2651 愛知県原水協内

 最新情報をチェック 　　Blog : peacemarch-aichi.net        　フェイスブック facebook.com/aichi.peacemarch

2018

６
月
１
日(

金)

ま
と
め

●豊橋市 → 蒲郡市＆豊川市コース 25㎞
●行進参加 380 人　●沿道募金 14,281 円
●ヒバクシャ国際署名 246 筆　●折り鶴 20,000 羽

昨年を大きく上回る署名数
県内通し行進者の佐藤さんは、本日豊橋市職労の青年組合員と一緒に、行動しました。

署名初参加の青年組合員と1組になって、訪問対話しました。実は、お二人とも看護師だっ
たことがわかり、命を預かる大切な部署だからこそ、患者に心を込めて接してきたように、
平和行進でも一人一人の対話を大切にしようと意気投合。励まし合って行動しました。

今年も、世界大会支持賛同
豊橋市長・議長から寄せられました

蒲郡市で終結集会
市役所で行われた終結集会には、市長代理、議長代理からそれぞれ歓迎の

あいさつがなされ、南北会談の意義に触れ「米朝間は大きな溝があるが対話
は大きな一歩となる」（総務部長）、「対話は、問題解決への秩序である。」「米
朝会談は核廃絶への道筋をつくる」と会談を大きく評価しました。また被爆
者の原田さんが「再び被爆者をつくりだしてはならない」との訴えました。

昨日の雨からうって変わり、さわやかな天気となった出
発集会は、豊橋市役所の正面入り口で開催しました。長崎
で被爆した萬屋さんは、「核兵器禁止条約や ICANのノー
ベル平和賞受賞にふれ、私たちの 60 年の運動が実を結ん
だものだ」と話しました。豊橋市の秘書課から、また議会
事務局から、行進団へ激励のあいさつをいただきました。
共産党下奥県会議員、斉藤市議会議員、市職労伊藤委員長
からのあいさつを受けて、蒲郡に向けて出発しました。



①岡崎市 → 安城市 岡崎市役所西庁舎北側（十王公園） (9:00-9:30)　→ 大岡町白山神社 (12:30 着 昼
食 13:20-13:50 集会 )　→ 安城市役所 (15:00)　→ ｺｰﾌﾟ安城よこやま（くすのきハウス 15:40-16:20)
②豊田市 名鉄豊田市駅西マクドナルド横広場(18:00-18:30)　→ 名鉄豊田市駅東ロータリー(19:00-19:20)

本日：6月 2日 ( 土 ) のコース

「ヒバクシャ国際署名」にご協力お願いします

県内通し行進・遠藤錦子さん
今年は60回目の平和行進です。小牧でも雨の中、10人位でコールも無く歩いたことを思

いだします。誰でも究極的には「核兵器はなくしたい」といいます。しかし現実的に核兵器

は増え、最新化・小型化され続けています。展望もなかなかで次々亡くなっていく被爆者を

みると胸がつまります。「どうして？」と無力感におそわれます。それでもいつかはわかっ

てもらえると自分を納得させ、毎年平和行進を続けてきました。その結果去年は違いました。

被爆者の命をかけた訴えが、核兵器廃絶を願う署名がついに国連を動かし「核兵器禁止条約」

ができました。日本国内では中々ですが世界は動いているのですね。感動でした。

又今年は韓国主導で南北朝鮮の戦争終結が展望される情勢になっています。北朝鮮も誠実に応え「核実験場の廃棄」を約束。

坑道爆破の日程を示しています。戦争は早く終わって欲しいと思います。どうして今まで終わっていなかったのだろう？とも思

います。そんな中で「日本は全くかやの外」です。中国・韓国・日本首脳会議でも核兵器問題で日本だけが温度差がある。と

報道されました。身近な所では目にみえませんが前進の展望があるのだと背中を押される気持ちです。平和行進は現在全国で

10万人・愛知で7000人参加の1大イベントです。小牧でも「平和行進のポスター張らせてください」というと、たいがい快

く返事がかえります。認知されている・・とうれしいです。5月31日愛知入りし、6月11日各務原で岐阜に引き継ぐまで12

日間県内各自治体をめぐります。私は今年も県内通し行進にエントリーしました。年取って歩き通せるかな・・と不安もありま

すが、いい情報を胸に楽しく歩きます。小牧は６月9日9:00小牧市役所からです。是非集会だけでも参加おねがいします。

私の い思 通し行進者紹介

＜メッセージ＞平和のご挨拶を送ります。

4 度目の平和行進に参加することができて嬉しく思います。平和

をめざす皆さんと再び一緒に行進できることは光栄です。

これからも私は被爆者に連帯して平和のために活動を続け、核兵

器のない世界をとの被爆者のみなさんの呼びかけを支持します。

この行進を通じて、私は暴力と戦争に反対する運動への決意を新

たにしています。ありがとうございました。

①豊橋市 → 蒲郡市　豊橋市役所 (8:15 ～ 8:50)　→ 小坂井支所 (10:50-11:10)
　　　　　　　　　　→ 御津生涯学習会館(昼食 12:40-13:20)　→ 蒲郡市役所横・旭公園(17:20-18:05)
②豊川市　　　　　　豊川稲荷公園 (8:45-9:25)　→ 小坂井支所（①に合流）

本日：6月１日 (木 ) のコース

桜ヶ丘高校で高校、生徒会、労働組合が熱烈歓迎
31 日の集結地点となる桜ヶ丘高校では、行進団を迎える歓迎集会が行われました。ブラスバンド部

による「YMCA」の演奏で歓迎され、原爆の火が灯される塔を通り歓迎集会会場に歩みを進めました。
集会では学校を代表し教頭が、生徒会を代表し生徒会長が、教職員組合を代表し委員長がそれぞれ挨拶。
学校あげての歓迎に行進団一同感動です。集会では共謀罪の危険性が語られそれを許さない世論を行
進で作り上げる重要性も語られました。

「ヒバクシャ国際署名」にご協力お願いします

行進の先頭を歩くのはこの人

全国通し行進者　西田重好さん
（滋賀県原水協）
　今年は憲法施行 70 年、平和行進
60年です。核兵器禁止条約の発行を
推し進め、安倍改憲を許さない声を
広げるチャンス。平和憲法を 80 年
90年と続けることのできるよう奮闘
したい。

コープリレー　福永雅也さん
（わかやま市民生協）

　生協職員や組合員の平和の願いを
愛知県で伝えたい。こちらで聞いた
話を和歌山でも伝えたい。

ゲレーロ・AG・サニョさん　平和教育構築運動　フィリピン
1975 年生まれ。フィリピン大学で景観工学を専攻した後、写真家として報道
分野で活躍。気候変動防止を訴えるクライメイト・ウォークに参加。またアー
ティストとして、クジラとイルカの虐殺・虐待防止を訴える活動にもとりくむ。

桜丘高校で、
高校生と絵を書きました。


